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Ｎｏ 改革名称 部 課

0 組織運営の見直し
・受講者数の増加
・運営委員の負担軽減及び運営委員会活動の
円滑化

39 郷育カレッジ※ 運営方法の見直し 教育部 郷育推進課

現状・課題
平成15年10月の郷育カレッジ創設から一定期間を経過し、この間、地域人材の発掘や教育機関との連携など、活動内容は当初と比較してより広
範囲かつ多岐にわたるものとなっている。一方、若年層の受講生の比率が高齢者層と比較して低いことや、本事業が津屋崎地区に十分浸透してい
ないことなどの理由から、当初市が目標とした地域人材の育成に必ずしもつながっていかない現状がある。また、カレッジの内容が充実する反面、企
画、運営に関わる郷育カレッジ運営委員の負担が増大しており、今後、現在の運営体制や規模を発展、充実させていくために、更なる人材発掘、活
用が必要と考えられる。

検討 改善実施 ⇒ ⇒ ⇒

改革内容
運営委員、有識者等による検討会議を立ち上げ、郷育カレッジの講座内容、運営方法及び運営組織等の
見直しを図る。

基準値 目標 効果

郷育カレッジ運営
委員会規約を作
成

運営委員会内の
部会の見直しを実
施

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度

年次
計画

Ｈ24年度 Ｈ25年度

平成２４年度取り組み内容（実績） 平成２５年度取り組み内容（計画）
平成25年度に開講10周年を迎えることから、福岡教育大
学井上豊久教授を議長とした『郷ＧＯ！会議』を立ち上げ、
過去10年間の振り返りと、今後10年間に向けた取り組みに
ついての提言書を作成し、本事業の企画、運営を行う郷
育カレッジ運営委員会に提出した。

『郷ＧＯ！会議』から受けた提言書を元に、有識者や受講
生有志による郷育カレッジ運営委員会において検討を重
ね、過去の実績を踏まえた上で、今後10年間に向けての
方針、目標をまとめた宣言書を策定し、市民、受講生に向
けて周知を行う。

年次
実績

『郷ＧＯ！会議』か
ら運営委員会に提
言書を提出

みんなの「郷育カ
レッジ」ネクスト１０
年宣言を作成

平成２５年度取り組み内容（実績） 平成２６年度取り組み内容（計画）
郷育カレッジ運営委員会において、みんなの「郷育カ
レッジ」ネクスト10年宣言を作成し、カレッジ開講式や
10周年記念イベントなどで宣言し、市民、受講生に向
けて周知を行った。

郷育カレッジ運営委員会において、あらためて郷育カ
レッジの方向性を再確認し、郷育カレッジ運営委員会
規約を策定し、規約のもとに活動していく。

平成２６年度取り組み内容（実績） 平成２７年度取り組み内容（計画）

５か年の取り組み内容（実績）及び今後の方針

郷育カレッジ運営委員会規約を制定した。また、「郷
育カレッジ」ネクスト１０年宣言を平成２７年度講座一
覧に掲載し、市民、受講生に向けて周知を行った。

運営委員会活動の円滑化のため、運営委員会およ
び各部会の見直しを行い、会議の回数・内容を検討
する。

平成２７年度取り組み内容（実績） 平成２８年度取り組み内容（計画）
運営委員会活動の円滑化のため、運営委員会およ
び各部会の見直し、会議の回数・内容の検討を行っ
た。また、講座等がマンネリ化しないように、部会の再
編成を行い、受講者数が増加した。

運営委員の高齢化のため、運営委員の世代交代を
図る。
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